
 
 

 
 

 

第
一
回 
卒
業
証
書
授
与
式 

う
ら
ら
か
な
春
の
陽
射
し
が
降
り
注
ぐ
中
、
三
月
十
九

日
（
木
）
に
、
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

小
川
教
育
委
員
様
は
じ
め
二
十
三
名
の
来
賓
の
方
々
、
五

十
名
弱
の
保
護
者
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ス
テ
ー
ジ
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
在
校
生
と
向
き
合
う
形

で
席
に
着
い
た
二
十
七
名
の
卒
業
生
。
緊
張
し
た
面
持
ち

の
中
に
も
、
卒
業
の
喜
び
の
溢
れ
る
い
い
表
情
で
し
た
。 

第
一
期 

卒
業
生 

 
 

 
 

 
 

 

（
敬
称 

略
） 

 

第
一
号 

 
 

岩
本 

和
稀 

 

第
二
号 

 
 

小
川 

桃
果 

 

第
三
号 

 
 

小
田 

晃
輝 

 

第
四
号 

 
 

落
合 

健
斗 

 

第
五
号 

 
 

落
部 

翔
伍 

 

第
六
号 

 
 

小
畑 

宏
輔 

 

第
七
号 

 
 

影
山 

裕
介 

 

第
八
号 

 
 

加
瀬
部 

愛 

 

第
九
号 

 
 

小
林 

祐
太 

 

第
一
〇
号 

 

坂
口 

翔
太 

 

第
一
一
号 

 

宍
戸 

由
佳 

 

第
一
二
号 

 

白
築 

 

輝 

 

第
一
三
号 

 

白
築 

美
聡 

 

第
一
四
号 

 

田
部 

美
咲 

 

第
一
五
号 

 

永
瀬 

恭
介 

 
第
一
六
号 

 

中
村 

優
華 

 
第
一
七
号 

 

藤
原 

圭
汰 

 

第
一
八
号 

 

藤
原 

孝
光 

 

第
一
九
号 

 

藤
原 

信
行 

 

第
二
〇
号 

 

藤
原 

秀
光 

 

第
二
一
号 

 
藤
原 

美
優 

 

第
二
二
号 

 

堀
江 

謙
公 

 

第
二
三
号 

 

松
村 
研
大 

 

第
二
四
号 

 

松
村
由
佳
子 

 

第
二
五
号 

 

三
浦
航
太
郎 

 

第
二
六
号 

 

森
山
恵
利
果 

 

第
二
七
号 

 

渡
部 

瑠
美 

  
 

 
 

男
子 

一
七
名 

 
 

 
 

女
子 

一
〇
名 

 
 

 
 

 
 

計 
 

二
七
名 

 
校  報 

最終号 

掛合小学校 
平成２１年３月発行 

校報 ましみず 第１０号（１）                         平成２１年３月２４日（火）発行 

   

 

 

ま
し
み
ず  

 写真：上 拍手で迎えられ整列した卒業生。 

 檀上には、卒業祝い品とともに、卒業記念品として寄贈された時計も。 

卒業生席用に、新しくひな壇を作りました。学習発表会の時には、市内の

小学校からの借りものでした。製作費は後援会様にお世話になりました。 

玄関では新掛合小学校後援会様寄贈の玄関幕のお披露目ができました。 

 

 

 

 

 写真上右：第１号卒業証書は岩本和稀さん 写真上中：「旅立ちの日に」を歌う卒業生 写真上左：いよいよ最後の別れ 

 

 式では、「国歌君が代」「あなたにありがとう」「旅立ちの日に」「ビリーブ」「校歌」を歌いました。在校生の歌は、特に元

気がよくのびやかで素晴らしかったと、来賓の方から感想をいただきました。厳粛で華やかな１時間ほどの式でした。 
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掛
合
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
、
雲
南
市

教
育
委
員
会
後
援
に
よ
る
こ
の
作
品
展
に

は
、
全
校
児
童
が
取
組
み
ま
し
た
。
作
品
展

の
目
的
に
は
「
掛
合
町
内
五
小
学
校
が
統
合

し
、
雲
南
市
立
掛
合
小
学
校
が
誕
生
し
た
。

統
合
記
念
と
し
て
、
青
尐
年
健
全
育
成
を
目

的
に
、
未
来
を
担
う
児
童
を
対
象
に
郷
土
に

馳
せ
る
思
い
の
作
品
を
募
集
す
る
。
」
と
あ

り
、
低
学
年
は
図
画
の
部
に
、
中
学
年
は
作

文
の
部
に
、
そ
し
て
高
学
年
は
標
語
の
部
に

応
募
し
ま
し
た
。 

 

ど
の
学
年
も
、
一
生
懸
命
に
取
組
み
、
内

容
の
あ
る
充
実
し
た
作
品
が
多
く
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
次
の
児
童
の
作
品

が
各
賞
に
選
ば
れ
、
本
日
、
表
彰
式
が
本
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

各
賞
受
賞
者 

（
敬
称 

略
） 

図
画
の
部
（
一
、
二
年
生
） 

最
優
秀
賞 

第
一
学
年 

坂
口 

陽
希 

優
秀
賞 

 

第
二
学
年 

朝
山 

 

柊 

 

同 
 

 
 

同 
 

 

古
藤 

 

丈 

優
良
賞 

 

第
一
学
年 

落
部
健
太
郎 

 

同 
 

 
 

同 
 

 

願
永 

拓
朗 

 

同 
 

 
 

同 
 

 

樋
口 

昌
也 

 

同 
 

 

第
二
学
年 

白
菊 

湧
大 

 

同 
 

 
 

同 
 

 

藤
坂 

有
加 

作
文
の
部
（
三
、
四
年
生
） 

最
優
秀
賞 

第
四
学
年 

落
部 

季
里 

優
秀
賞 

 

第
三
学
年 

横
田 

結
子 

 

同 
 

 
 

同 
 

 

渡
邊 

真
綾 

 

り
、
掛
合
小
学
校
の
初
年
度
の
使
命
は
果
た

せ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
懸
案
の
校
庭
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
関
係
者
に
よ
る
情
報
交
換
等
を
緊
密

に
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

環
境
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
所
存
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
お
伝
え
し
て
き
ま

し
た
が
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
、
新
し
い
学

習
指
導
要
領
に
よ
る
移
行
措
置
等
へ
の
対

応
を
は
じ
め
と
し
て
、
学
力
向
上
の
取
組

み
、
学
校
か
ら
の
情
報
連
絡
手
段
の
構
築
へ

向
け
た
取
組
み
、
な
ど
な
ど
残
さ
れ
た
課
題

に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
の
皆
様
と
一

層
の
協
力
・
連
帯
の
中
で
取
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
校
の
教
育
活

動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掛
合
小
学
校

後
援
会
様
、
掛
合
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
に
大
変

な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
学
校
の
諸
活
動
に
必
要
な
備
品
等
の
中

で
、
市
費
で
は
な
か
な
か
支
出
で
き
な
い
も

の
な
ど
に
つ
い
て
、
充
実
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

教
職
員
の
異
動 

転
出 

 

教
諭 

杉
山 

悦
子 

 

（
出
雲
市
立
須
佐
小
へ
） 

 

教
諭 

松
井 

 

誠 

 

（
出
雲
市
立
神
西
小
へ
） 

 

養
護
教
諭 

青
木 

陽
子 

 

（
雲
南
市
立
斐
伊
小
へ
） 

 

講
師 

永
江 

俊
之 

 

（
雲
南
市
立
寺
領
小
へ
） 

 

転
入 

 

教
諭 

狩
野 

千
歳 

 

（
出
雲
市
立
荒
木
小
か
ら

） 

 

講
師 

高
垣 

恵
子 

 

（
採
用
） 

 

講
師 

伊
藤 

啓
太 

 

（
採
用
） 

 

養
護
教
諭 

 

臼
井 

 

希 

 

（
採
用
） 

 
 継

続
等 

雲
南
市
支
援
員 

 
 

支
援
員 

菅
野 

幸
子 

 

（
継
続
採
用
） 

 

学
校
地
域
支
援
本
部
事
業 

 

地
域
Ｃ
Ｎ 

今
村 

美
保 

 

（
継
続
配
置
） 

    

二
学
期
に
は
、
発
行
が
滞
り
反

省
し
て
い
ま
す
。
ご
高
読
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

優
良
賞 

 

第
三
学
年 

小
澤 

星
斗 

 

同 
 

 
 

同 
 

 

田
部 

 

佳 

 

同 
 

 

第
四
学
年 

願
永 

大
地 

 
 

同 
 

 
 

同 
 

 

深
津 

里
紗 

 
 

同 
 

 
 

同 
 

 

横
貝 

成
樹 

標
語
の
部
（
五
、
六
年
生
） 

最
優
秀
賞 

第
六
学
年 

小
田 

晃
輝 

優
秀
賞 

 

第
五
学
年 

原 

茉
奈
美 

 

同 
 

 

第
六
学
年 

松
村
由
佳
子 

優
良
賞 

 

第
五
学
年 

景
山 

優
志 

 

同 
 

 
 

同 
 

 

石
飛 

文
香 

 

同 
 

 

第
六
学
年 

落
合 

健
斗 

 
 

同 
 

 
 

同 
 

 

白
築 

美
聡 

 
 

同 
 

 
 

同 
 

 

松
村 

研
大 

  
今
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 

校
長 

富
田
真
樹 

 

三
寒
四
温
と
い
う
感
じ
で
春
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
県
内
で
は
、
早
く
も
桜
の
開
花
宣

言
が
出
さ
れ
、
学
校
の
前
に
あ
る
桜
も
蕾
が

大
き
く
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

本
日
（
三
月
二
十
四
日
）、
平
成
二
十
年
度

の
修
了
式
を
行
い
、
全
教
育
課
程
を
終
え
ま

し
た
。 

開
校
初
年
度
の
今
年
度
は
、
「
子
ど
も
た

ち
、
保
護
者
、
教
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
、

新
し
い
掛
合
小
学
校
の
第
一
ペ
ー
ジ
を
創

る
。
」
こ
と
を
目
指
し
、
受
容
と
協
調
の
精
神

で
取
組
も
う
と
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
保
護
者
の
皆
様
、
ご
家
族
や
地
域
の

方
々
、
掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
、
雲
南
市
教
育

委
員
会
等
の
行
政
ご
当
局
、
そ
の
他
関
係
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ 

「
掛
合
町
小
学
校
統
合
記
念
」
作
品
展 

 

訂
正
と
お
詫
び 

 

第
九
号
（
三
月
十
九
日
発
行
）
の
「
栄
光
の
跡
」

の
中
で
、
第
四
学
年
茂
富
楓
さ
ん
の
姓
の
文
字
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
七
号
（
二
月
二
十
七

日
発
行
）
の
「
朝
の
読
み
聞
か
せ
活
動
」
の
中
で
、

藤
原
陽
子
さ
ん
の
名
の
文
字
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

編
集
後
記 
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